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田中　明子 1)

元地質調査所首席研究官 浦辺徹郎氏（写真 1．以下，親

しみを込めて普段通りの呼び方で浦辺さんと書かせていた

だきます．）が，令和 5(2023) 年秋に，瑞宝小綬章を受章さ

れました . 誠におめでとうございます．この機会にこれま

での浦辺さんのご経歴やご関心を持ってこられた研究テー

マなどを紹介し，皆様と共に受章の栄誉を祝したいと思い

ます．

浦辺さんは 1985 年 4 月，前任の東京大学理学部地質学

教室助手から，地質調査所鉱床部主任研究官として転任し

て来られました．ご本人によると，佐藤壮郎鉱床部長（当

時）にご自分の採用について相談に来られ，後にそれが実

現したとのことです．当時は修士課程を卒業して入所され

る方が多かったので，同期より 12 才年上で共に新人研修

を受けられたそうです．

浦辺さんの東京大学時代の研究は，黒鉱鉱床やカナダ

始生代の火山性塊状硫化物鉱床の成因 (Urabe，1974a，b；

Urabe and Sato，1978；Urabe et al. , 1983) と，内熱式高

温高圧装置を用いた花崗岩組成メルトと水溶液相との間の

重金属元素の分配実験 （浦辺，1984；Urabe，1985，1987) 

などでした．黒鉱鉱床はマグマ水を起源として生成すると

の仮説を，フィールド調査と実験により検証されました．

当時はペンシルバニア州立大学の大本洋教授らのグループ

による研究で，黒鉱鉱床は地殻中を循環する海水が周囲の

火山岩から金属元素を抽出し，金属硫化物と硫酸塩であ

る石膏を同時に沈殿させたとするアイデア (Ohmoto and 

Takahashi，1983) が主流でした．この論争は現在もアッ

プグレードされたかたちで継続していますが，以下に述べ

る海底熱水鉱床の発見がマグマ説に大きく支持を与えたこ

とは否定できないでしょう．

海底熱水鉱床の発見

浦辺さんの研究テーマは地質調査所入所の頃を境に，航

海への参加や，海底熱水活動の研究に大きくシフトされま

した (Le Pichon et al. , 1987；Urabe et al. , 1987；Urabe and 

元地質調査所首席研究官 浦辺徹郎氏が
瑞宝小綬章を受章

1） 産総研 地質調査総合センター活断層・火山研究部門

Kusakabe，1990；Auzende et al. , 1990)．これは 1977 年

にガラパゴス海嶺において，世界で最初の海底熱水活動が

発見され，湯浅真人氏（当時海洋地質部）と共に有人潜水艇

アルヴィン号に乗って，そのサイトを再訪する機会があっ

た (浦辺・湯浅，1986) ことと関係していると思われます．

お伺いしたところによると，浦辺さんが地質学を志した

のは高校 1 年の時で，将来の目標を見失っていたときに，

新聞でマンガン団塊開発の記事を読み，その開発が資源の

ない日本を救うという内容に興味を引かれたからとのこと

でした．それで東京大学理学部地質学教室の鉱床学講座に

入られたわけですが，大学院博士課程を修了された翌年の

1977 年に海底熱水活動が発見されたこともあり，躊躇無

く専門を変えられたとのことです．

ただ，陸上の鉱床調査と異なり，深海底の資源研究は調

査船や有人潜水艇といった大がかりな装備が必要です．研

究をするためにはまず傭船のための多額の研究費の確保が

不可欠で，大型研究計画を立てて競争的予算を獲得する必

要があります．浦辺さんが幸運だったのは， 1980 年代後

半に海洋科学技術センター（現 JAMSTEC）に有人潜水艇「し

写真 1　（2023 年秋．浦辺 徹郎氏提供)
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んかい 2000」や調査船が建造され，1990 年には「しんか

い 6500」と支援母船「よこすか」が竣工するなど，日本に

も最先端の海洋調査の機器類が整備された時期だったこと

です．この機会を逃さず，数多くの航海計画を実現するこ

とに成功されました (第 1 表，写真 2)．これらの航海の特

徴を一言で言うと，国内・国外のさまざまな分野の研究者

が乗船した，国際的・学際的な研究であったということで

す．

これらの航海から，興味深い成果が上がっています．

「リッジフラックス計画」では，海底熱水活動によりもたら

される熱や物質のフラックスが海嶺の拡大速度に比例する

ことが明らかになりました (Urabe et al. , 1995；Baker and 

Urabe，1996)．「アーキアン・パーク計画」では，海底設置

型掘削装置により水曜海山の海底熱水系の掘削を行い，熱

水地帯では，海底下浅所に形成された石膏帯が cap rock と

して 300℃の熱水と海水が混合するのを防いでいることを

表1．浦辺氏が研究代表者として実施された大型海洋研究

期　間 プロジェクト名 研究費区分 概　要 備　考

1 1983〜1991
日本—フランス—SOPAC “STARMER
計画”（南太平洋における海洋プレート
形成域の解明に関する研究）

科学技術振興調整費
北フィジー海盆において潜水艇
Nautile，しんかい6500等を用いて7
回の航海調査

正式な代表者は明示されて
いないが，本座栄一氏，棚
橋　学氏，浦辺徹郎氏が順
次実質的な代表

2 1993〜1998
リッジフラックス計画（海嶺における
エネルギ−・物質フラックスの解明に
関する国際共同研究）

科学技術振興調整費
東太平洋海膨，大西洋中央海嶺等の
熱水域において潜水艇Alvin，しん
かい6500等を用いて10回の航海調査

熱水活動のフラックス測定
と長期観測より，拡大速度
との比例関係を証明

3 2000〜2006
アーキアン・パーク計画（海底熱水系に
おける生物・地質相互作用の解明に関す
る国際共同研究）

科学技術振興調整費

伊豆・小笠原・マリアナの海底熱水
活動域において海底設置型掘削装
置，無人潜水艇等を用いて，熱水地
下生物圏を14回の航海調査

海底熱水系の周辺及び地下
に熱水地下生物圏が存在す
ることを証明

4 2008〜2012
海底下の大河（海底下の大河：地球規模
の海洋地殻中の移流と生物地球化学作
用）

文部科学省科学研究費新学術
領域研究

海底熱水域における熱水循環と化学
合成微生物との関係性を，マリア
ナ，沖縄トラフ，インド洋中央海嶺
などで38回の航海調査

熱水の化学組成と棲息する
化学合成微生物群集に相関
があることを証明

5 2014〜2019
次世代海洋資源調査技術（海のジパング
計画）

内閣府SIPプロジェクト第1期

海底下の潜頭性海底熱水鉱床を低コ
ストかつ高効率で調査する統合海洋
資源調査システムを世界に先駆けて
構築

開発した調査手法を用いて
処女海域で潜頭性鉱床を発
見するとともに，環境影響
調査手法を開発

第 1 表　浦辺氏が研究代表者として実施された大型海洋研究

写真２　�"STARMER 計画 " において「しんか
い 6500」による調査潜航に向かう浦
辺さん (1991/8/31, 北フィジー海盆
海域．石橋 純一郎氏提供 )
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明らかにし，黒鉱鉱床に伴う石膏鉱体の成因を明らかにさ

れました（Ishibashi et al. , 2003；浦辺ほか，2005）．またそ

れに伴う熱水地下微生物圏の実像も初めて明らかになりま

した (Higashi et al. , 2004)．「海底下の大河」ではさらに研

究が進展し，熱水の化学組成とそこに棲息する化学合成微

生物群集に相関があることが証明されました （Ishibashi et 

al.  eds，2015 に総括）．つまり，陸上の光合成と対をなす海

底の化学合成において，微生物群集はエネルギー源となる

熱水の化学組成にきちんと適合し，適切な種の組み合わせ

と配列順序を選んでいるのです．そして，「海のジパング計

画」では，海底熱水鉱床に対するシステマティックな探査

手法と環境影響評価手法が開発されました （浦辺，2021a，

b）．このように，それぞれの計画の研究目的と成果は異な

りますが，幾つもの大型研究を次々と企画し，日本の海洋

底研究をリードし続け，多くの若手研究者にフィールドと

題材を提供され続けたのです．

浦辺さんは持ち前の馬力（ご本人は「うそ」がうまいだけ，

と謙遜されますが）を発揮され，次々と大型国際共同研究プ

ロジェクトのリーダーとして多くの先駆的研究を牽引され

ました．また，それぞれの計画名の通称をつけられるセン

スも抜群でした．誠実な人柄と強い責任感により，国内外

の多くの人から厚い信頼が寄せられ，多くの共同研究が実

を結んでいます．私も研究航海に参加させていただく機会

にも恵まれましたが，地質学，地球物理学，地球化学，地

球微生物学などの研究者と知り合うことができ，いろいろ

刺激を受けたことを思い出します．また，教育機関ではな

い地質調査所においても，幅広い分野の研究者に影響を与

え，国内外の学生も含め多くの若手人材の育成にも大きく

貢献されています（例えば， Tanaka et al. , 2007)．

研究以外の社会貢献

浦辺さんは入所後，鉱物資源部実験鉱床課長を経て，

1996 年に地質調査所首席研究官になられました．課長の

頃から，鉱山地質誌，Economic Geology 誌，Mineralium 

Deposita 誌の編集委員長や編集委員を引き受けられ，ま

た，東北大学理学系連携大学院教授を併任されるなど多

忙な日々を送られました．さらに国際陸上科学掘削計画

（International Continental Scientific Drilling Program）の

日本委員や日本地球掘削科学コンソーシアム (J-DESC)

陸上掘削部会長として陸上科学掘削の推進 (JUDGE 計画

(Japanese Ultradeep Drilling and Geoscientific Experiments)

など) に奔走されましたが （浦辺ほか，1997），文部科学省

は JAMSTEC に地球深部探査船「ちきゅう」を建造すること

を決定し，海洋掘削に力を注ぐことになったので，日本に

おける超深層陸上科学掘削は実現しませんでした．

2000 年には東京大学大学院理学系研究科教授に異動さ

れ，つくば勤務は 15 年とそれほど長くはありませんでし

た．しかし 2 人のご子息にとっては小学校から高校まで

を過ごした故郷となったそうです．東京大学に移られた

後，浦辺さんの活動範囲はさらに大きく拡がります．そ

れを紹介するのはこの小文の趣旨から外れますので，以

下簡単に列挙します．2011 年からは，国連海洋法大陸棚

限界委員会委員を務められ，6 年に亘り 1 年のほぼ半分を

ニューヨークで過ごされました．国連本部での会議中に倒

れて急逝された故玉木賢策博士の後を継いで選出されたも

ので，任期中の 2012 年には日本の大陸棚延長申請に対す

る勧告が出されました．浦辺さんはそれまで内閣府大陸棚

調査評価・助言者会議委員をしておられた関係で，白羽の

矢が立ったものと思われます．現在も，その関連の仕事で

ニューヨークに出張されているとのことです．

国内の各省庁でも，数多くの審議会等の委員等を務めて

おられます．主なもののみ挙げると，経済産業省 総合資源

エネルギー調査会 鉱業分科会長，文部科学省科学技術・学

術審議会正委員・海洋開発分科会長，国土交通省海洋マネ

ジメントビジョン検討委員会委員，内閣府 SIP プログラム

のプログラム・ディレクターなどです．またアカデミアの

分野では，放送大学客員教授，九州大学客員教授，秋田大

学国際資源学教育研究センター客員教授のほか，多くの大

学で非常勤講師を務められました．

これらの業績に対し，2018 年 Techno-Ocean Award 受

賞（テクノオーシャンネットワーク），2019 年度 日本地球

惑星科学連合フェロー受賞，2019 年資源地質学会加藤武

夫賞(学会最高賞)，2023年度外務大臣表彰を受賞されて

います．

 

おわりに

15 年間地質調査所に在職されていた浦辺さんに関する

小文を私が書いているのは，浦辺さんと私には，仕事とは

全く無関係な意外なところで接点があるためかもしれませ

ん．浦辺さんのご紹介をする中で私事で恐縮ですが，私は

父の仕事の関係で，幼稚園年少時に倉敷に住んでおりまし

た．父の勤務先は，今日の倉敷美観地区形成の基礎となっ

た「倉敷をローテンブルクのような町にしよう」という理想

を提唱された実業家・大原總一郎氏のまちづくりを建築家

として支え続けた，浦辺さんのご尊父浦辺鎮太郎氏の設計

によるものです．母に連れられ父のお弁当を勤務先まで届
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けにいった雰囲気のある建物が記憶に残っています．倉敷

の伝統的な町並みと調和する近代建築の在り方を追求され

た建築家・浦辺鎮太郎氏は，1985 年勲 4 等瑞宝章（現在の

瑞宝小綬章に相当）を受章されています．浦辺さんは，分

野は違いますが親子揃っての受章ということで，ことのほ

かお喜びだと思います．

浦辺さんは，2013 年 3 月東京大学を定年退職後は，東

京大学名誉教授として，現在，一般財団法人国際資源開発

研修センター (JMEC) 顧問としてつとめておられます．資

源関連企業の若手技術者を対象に，チリなどにおける海外

地質・鉱床巡検の指導や，国際資源大学校での講義を担当し

ておられるようです．専門を離れた分野でも，認定特定非

営利活動法人アースウォッチ・ジャパンの理事長として，

生物多様性を保全するための市民科学活動に関わり，高い

塀に囲まれた刑務所や少年院の敷地に残されている希少植

物種を受刑者や入所院生とともに保全するプロジェクトな

どに元気に動き回っておられます．ご趣味として，退職後

に新たに始められた，日本画や色鉛筆画の製作を続けてお

られるとのことです．今後ともお元気でお過ごしになるこ

とを祈っております．
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